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垂直的統合型農業の理論的 ･実証的分析
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本稿は,近年B!業活性化にとって盛要な役割を果

たすようになってきた農村内発型の ＼垂直的統合型

農業)について理論的 ･実証的な考察を試みる｡

まず第 1章では,垂直的統合型農業の類型rF_分を
行い,ついで第 2茸では,この垂直的統合型農業の

生成と発展を可能にした諮要田の中で,股も虚要な

営 H標を最大限に達成することができるような経営

形態に分化していくので,歴史的にも地域的にも様 

/<に異なる農薬経営形態を示すようになる｡またこ

れらの諸条件が動態的に変動 していくのに適応 し

て,あるいは自発的に経営革新を採択することによ

って,経営形態を変えていくものである｡

この動態的な変動は,国際競争ノJおよび産地間競

を強化する過程であり,E3を産物の生産焚競争力争ノ 

市場需要条件の変動とそれに対応するマーケティン を強化することと,商品価値競争ノJを強化すること

)

グ戦略の革新について考察する

第 3章と第 4章は,く垂直的統合型段某)の展開

の両方向において,経営革新を追求していく過程で

もある｡ しかし各段産物の技術的 .商品的性格およ

｡

のメカニズムとその経済的な成果を実証的に明らか

にすることをめざしている｡ しかし紙数制限の都合

で,筆者が直接調査した 2つの7)rT例を取り上げるに

とどめる｡

まず第 3章では,保守的な垂直的統合型農業を展

開してきた ｢平井山観光ぶどう図｣を取り上げて,

その経営環境条件および構成員出家の内部姦件の歴

史的変化に対応して,どのような経営革新を図って

きたか,特に穏健な革新によって,観光型投薬を主

とする垂直的統合型出業を構築してきた過握を分析

する｡

つぎに第 4章では,先駆的な段業法人｢モ'/モク｣

を取り上げて,段業者主導型またはE!村内発型の第 

6次産業化ともいうべき典型的な垂直的統合型EI業L

び需給構造の成熟段階によって,これら 2つの経営

発展方向のどちらかに重点がおかれがちである｡

最近における段業経営の動態的な展開過程をみる

と,本来的な有機生産過糧に専念するという (有機

生産型段薬〉から突出して,本来的農産物の生産過

程とともにその加工過程,流通過程,外食サービス

提供過程をも取り込んで内部化し,それらの意思決

定とfi･任 (危険)負P.を敢行するという (垂直的統

合型Ek薬)へと転化していくような良薬経営や産地L

が現れている｡

また本来的な (有撒生産型段業)をみると,段産

物の濡費構造が高度化し,情報 ･技能労働 ･資本使

用的な経営革新が進展してきたことに対応して,良

業労働と段用資本を段用地に粗放的に結合する (粗

を創造してきた過程を分析す る ｡ 放的有機生産型段業)から,集約的に結合する (袋

以上の実証的分析結果を踏まえて,般後に第 5章

では,垂直的統合型出業の展開が果たす多面的な位

相地域活性化機能について総括する｡さらに垂直的

統合型Bt英が持続的に発展し,しかも地元段村に油L

性化効果をもたらすためには,L!rr村内部からその杓

い手となるべき本格的な段企業者が育っていき,さ

らにこれを支援する地-Jf自治体の意向と能ノ)が虚要

な役割を発揮することを強調したい｡ 

約的有機生産型段薬)へと転化していく傾向がみら

れる｡

これまで伝統的な段業経営は,耕種または畜産の

有機的生産過僅だけを拒当し,これら有機的生産物

の加工 ･流通 ･外食という無機的生産過程は,流通

･加工 ･外食企業 (総称して食品産業)にまかせて

きた｡

過去を振り返ってみると,都市近郊農家は,消費

者家庭に振り売りに出かけたし,また立売り市場で

1.農業経営形態の動態的展開と

垂直的統合型蓑業の類型区分 ･包装 ･運搬 ･貯蔵過程を段家個人が担当すると

か,潰物などの一次加工を実施するとか,さらに不

(1)腿澄経営形態の動態的展開 H 特定の蔽唇を相手に観光投薬を実施するとか,戟分

く段菜経営形態)という概念は,く農業経営費崩 かは流通 ･加工 ･外食過程を経営内部に取り込んで

構造)と く腿基経営部門組織)との有機的結合の仕 きた｡

相対売りを行っていた｡現状をみても,一般に選別

Ixl_ いわば,加工という第 2次産業的機能と流通 ･外組の差異によって煩型 分される概念である｡これ

は段英経営が荘かれた社会経済的 .自然的環境条件 食サービスを付加するという第 3次産業的機能を,

やES･ 一部分であれ,段薬内部に取り入れて杓ってきたわq業経営の内部条件の静態的な差異に応 じて,経
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けである｡

また (有機生産型典薬)は,段産物の流通方法の

観点からみて,主として,中央 .地77卸売市場を経

由して販売するプ了法をとる く市場流通型段繋)と,

加工企業や農協の鵜配セソグーやAコII/,生協,

スーパー,デパートなどに直接に販売したり,また

は農家が道端直売店や宅配によ1て直売する71法を

とるという (市場外流通型腿菜)とに頬型区分する

ことができる｡もちろんほとんどの産地は,程度の

差こそあれ 両方の流通プ了法を併用しているが,殺

近は,後者のウェイトを高める経営や産地が増えて

きた｡

従来,農業経営形態を頬型化する場合に,(土地

利用型農業)と く施設型段菜)というrF.分がよく使

われてきた｡前者は米 ･麦 ･大豆などの澱作経営の

ように労働 ･資本粗放的な経営を意味している｡後

者は施設園芸や畜産のように労働 ･資本鵜約的な経

営を意味している｡しかし中間に位置する経営形態

があまりにも多い.琵地作でも1て果実,野菜,花

き･花木やタバコ ･茶などを主として生産する経営

は,かなY)労働 .資本鵜約的であって,技術的には

土地利用型にみえても,経営経済的にはかなり労働

および資本娘的的であって,土地利用型とはいえな

い場合が多い｡

ここで定義する粗放的有機生産型Bi禁は,この土L


地利用型段菜とはば一致している｡また動態的な経


営革新の方向としては,腿産物の商品価値向上的革


新よりも,むしろ生産鞍節約的革新に鰻点を7
毘きが
ちであるから,(生産焚節約志向型曲菜)とよぶこ

ともできるO

なお近年,施設型段菜は高付加価値型L'蓬莱とか,

市場適応型農業とか,産地形成型腿菜とよばれるこ

とが多くなってきた.これらの段菜経営形態は生産

費 ･流通牡の節約をめざす以上に段産物の商品価値

の向上にjJ点をおくLEt英という意味で,(商品価値

向上志向型段菜)とよぷことができる｡

上記の く破約的有機生産型段菜〉は,このような 

(商品価値向上志向型出発)を柄成する一群の経営

類型であるが,これを上回って商品伽値の向上に盛

点をおいているのか,本論で焦点を当てるもう一群

の経営類型,(垂直的統合型E3菜)である｡ 

(2)垂直的統合型iir男の類型区分

近年,中堅産地や弱小産地では,Bi産物の流通概

略についてつぎのような新しい動きがみられる｡こ

れは,商工業会社が主主等する形ではなくて,腿業者

や農協,第三セクターがリー ドして (垂直的統合型 

P%菜)を採択し,供給の限定性,産地のふるさと的 

個性,きめ細かい手作りの良さ,保障された食品の

安全性,こまやかなサービス.産地の生産過程に関

する帖報が比較的確実であって安心できることな

ど,中堅産地や弱小産地でなければ発排できないよ

うな優位性をフルに活かして,産地間競争力を発揮

しようという活動である｡

これは,従来のように (有機生産型投薬)経営方

式に固執していては,大規模主産地のように,商品 

I5 t産物を大I主 B化と規格統一を実jの/ rに生産し,均r

現し,さらに継続的 ･計画的に大都市の中央卸売市

場をめがけて共販して,産地ブランドを確立し,市

場取引ノJを強化するという販売赦略を実行すること

がむずかしいので,激化する産地閉講争の中で押し

潰されてしまうという危機感に基づいている｡

もちろん産地間凍争ノJの強い主産地でも,この垂

虚的統合Bu惣菜において産地間競争ノ)を発排して,

両プアq)出繋経営方式を併用している産地が多くみら

れる｡

この段村内発型の く垂直的統合型段業)は,①都

市 ･段村交流型EL 2出村観光 .保頚型段英,③I菜,C

Lf豊産加工型出菜,ぢ有勝段菜という基本的な経営形

態とこれらの校合的な結合経営形腰に区分される｡ 

(3)弔軒的統合型JB濃が優勢になってきた背Ji-I1

これらの垂直的統合型提菜が成立するようになっ

た背朱には,どのような社会経済的条件の変化があ

るのだろうか｡

いつの時代においても,本来的な投薬振興 .農村

活性化対筒はfi･'実に実行されなければならない｡つ

まり,′℃腿産物u/i Pおよび流通班を下げ,さら)l産Tt

に生産物の品田の向上や市場取引 )Jの強化によって

商品価値を苗め,国際鏡争ノ)および産地間競争力を 

rtS:める｡そのような出菜振興策によって腿菜所得を

高め,余暇をJe..大させる｡C2段村の生活環境や生活

施設を改善し,Jl浅村の伝統と近代合理主義とを融合

させた他店文化を創造して,段村生活の活性化を図

る｡③段業生産と粒村生活だけでなく,国民の生産

と生活を根底で制約している自然環境 ･栄観を保全

し,活用するという対策である｡

これらの対策は崩も正統なやり方であり,いつの

時代においても持続的に実践されなければならな

い｡

近年,このIEt村活性化をめざす娼要な対策として,

郡市 ･段村交流fJ菜がとりあげられてきた｡これはi

高度経済成長過優で過疎化が進んだ中山r']位村におE1

いて,特に盛んである｡

大都市になるほど,′物の豊かさ)は得られたも

のの,過密化が進み生活環境の中で自然の緑に接す
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る機会が減るのに対応して,(心の豊かさ)を深め

るひとつの手段として,緑が豊かで生産 ･生活文化

の異なる農村を訪ねてみたいという意向が高まって

きた｡都市生活者は,農業 ･農村のもつ食料の安定

供給機能だけでなくて,教育,文化,保健,休饗,

医療,景観維持,国土陳全など,多方面にわたる摸

能を評価するようになってきた｡しかも国民経済の

発展および成熟化に応じて,都市生活者が農村を直

接訪ねて,その豊かな自然と伝統的な歴史 ･文化を 

(心の豊かさ)を賓う場として活用し,さらに都市

と農村との連帯および交流を促進したいという要望

を示すようになってきた｡

農村側からみると,この交流のあり方は,都市生

活者だけでなくて,農村生活者をも精神的に活気づ

け,両者が共生 ･共栄を実感できるものでなくては

ならない｡

しかも交流過程において,農村生活者が直接的に

サービスを提供し焚用をかけた場合には,都市生活

者は受益に応じてその焚用を負担するか,または公

共機関がその一部を負担して,農村生活者に迷惑や

経済的損失をかけないようにしなければならない｡

このような番英は (都市 ･農村交流活動事業)と

定義されている｡農村を訪ねてきた都市生活者は,

その自然や景観や文化を無供で楽しむことができ

る｡これは農村生活者が都市を訪ねて,その景観や

施設や文化を無位で楽しむことと同じである｡

それに加えて,直接的に農家の生産 ･流通過程の

一部に参加し.その過程で農家の提供するサービス

に対して適切な報酬を支払うならば,それによって

農家は所得を高めることができる｡このように交流

活動事業は,農家の農業生産と直接的に関係する部

面をもっている.この交流串業と関係した農業をく都

市 .農村交流型農業〉と定義しよう｡

もちろん農業側としては,かならず Lも農業経営

の営利活動と直結していなくても,交流活動をつう

じて生活面 ･精神面で豊かさと活力を獲得すれば,

それが巌村全体と農薬経営活動を活性化する原動力

になると判断している｡

なおこの交流活動事業と密接な関連をもって営ま

れている垂直的統合型農業 (-サービス生産 .加工

型農業)としては,その他に農家の営利的側面を重

視した (農村観光 ･保安型農業)がある｡ 

(農産加工型農業)の場合は-村一品運動のよう

に,最初の段階は紫朴なふるさと産品として,村の

寺社観光と結びつけて店頭売りから始め,親戚縁故

者などへの口コミ宣伝や宅配便による販売へとすす

良,さらにス-パーやデパートなどでふるさと産品

を客寄せの目玉商品として活用してもらい,やがて

平

商品プラソドが確立すれば,大丑生産して市場流通

に乗せるのが普通である｡もちろん加工品の供給可

能品や運搬 ･貯蔵可能性などによって,地元直売,

宅配便,丑販店直売,または市場流通のどれが相対

的に有利な販売法になるかは様々である｡

第 4に,都市生活者との直接的な交流無しには成

立しない農業として,(有機農業)がある｡もちろ

ん有機農業は農産物を生産するのであって,サービ

スを生産するわけではない｡しかし現在のように,

有機栽培による有機農産物と称する農産物が本物で

あるかどうか,市場流通または品販店などを通じて

の市場外流通によっており,安全性に関する確実な

情報が得られない段階では,消費者は農家との間で

いわゆる (顔と顔のみえる関係)をもち合って,安

全性に関する確信を得ようとする｡

換言すれば,有機農業を営む農家は,消費者に対

して安心感を与えるために,交流関係を維持すると

いうサービスを付加しなければならない｡その意味

で (有機膜某)ち,広義の (垂直的統合型段菜)を

構成するものと定義してよい｡

要約すると,垂直的統合型農業は,農村地域内に

存在する自然資源 .景観 .農村文化を活用し,都市

生活者に農村に訪ねてきてもらい,彼らのニーズに

応えて安全 ･安心 .莫味 ･新鮮 ･ふるさと性を備え

た農産物を生産するとともに,その加工はもとより,

農産物 ･加工食品の流通過程,さらにそれらを食材

として使って外食 ･中食を授供する過程までも取り

込み,垂直的に統合する農業である｡その狙いは,

都市生活者に納得のいく多様な便益を提供する過程

を通じて,段業者側にも所得の増加を主とする多様

な便益を取り込むような農業である｡その意味で,

第 1次産業としての本来的農業に結合して,第 2次

産業としての食品加工,第 3次産業としての農産物

･加工食品の流通,外食 ･中食をも取り込み,内部

化して,いわゆる第 6次産業化を図る農業である｡

上記の垂直的統合型農業が優勢になってきた理由

の中で,特に農産物 .食品に対する市場需要条件の

変化とそれに対応するマーケテイング政略の革新の

必要性を取り上げて,次章で考察しよう｡ 

2.市場需要条件の変化とそれに対応する


マーケティング戦略の革新


(I)市場'#要条件の変化

昭和35年に高度経済成長期が始まり,それが昭和 

50年頃から安定経済成長期に転換したが,その前半

の55年頃までは,農産物市場はマス (丑産化)市場

段階にあった｡マス市場段階では,青果物について
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は,大規模な中央卸売市場を主とする卸売市場流通

が支配的になり,これらの卸売市場に対 して,規格

の統一された背果物を大皿にまとめて,継続的に出

荷することができるような大規模主産地,つまり共

販原則を採択 した広域営農団地が,産地ブラン ドを

確立 して,市場取引力を発揮 し,零細産地にくらべ

てより有利な卸売市場価格を実現することができる

段階であった｡

昭和56年頃から,段産物市場はセグメソ ト (細分

化)市場段階に移行 し始めた｡つまり食料消資が,

昭和55年頃までの高度経済成長期には高度化 ･洋風

化を進めてきたが,すでに丑的には飽食状態に陥り,

発毛過剰,特に脂質過多から成人病が浸透 してきて,

それまでの (十人一色)の食生活に飽いてきた段階

であった｡さらに国民所得の成長率が高度経済成長

期の10%から,安定成長期の 4%前後に落ちてきて,

洋風食生活様式の行き過ぎから成人病の増加が懸念

され 洋風食生活様式に伝統的食生活様式を融合し

て (新 しい日本型食生活様式)が形成される段階で

あった｡

この市場段階に入ると,潤;f2者は (十人十色)の

個性のある食生活を望むようになってきた｡一方で

は,健康 ･安全または新鮮 ･薬味志向の強い,しか

も納得できれば高い食費を厭わない消費階層がい

た｡他方ではインスタン ト食品 ･レトル ト食品 ･そ

の他加工食品,軽い外食などを利用 して簡便で安価

な食事を好む消費階層もいるというように,食生活

の個性化 ･多様化が進んできた｡

このセグメソ ト市場段階は,平成 3年頃にバフル

がはじけて不況に入るとともに,一方では,財布の

紐を締めて納得のいく価格でないと買わないという

価格合理的な購買行動が支配的になってきた｡他方

では,モノとしての食料の消資に飽いてしまって, 

E3村の歴史 ･伝統,由来 ･因縁と結びつけて消焚 し,

また条などの行事の中で消費するとか,その食材が

農村の (食文化)の中にどのように入り込んでいる

かを知って楽 しむとか,あるいは段村人の親切な

サービスや田園風景を楽 しみながら食串するとか,

ふるさと的雰囲気を味わいながら購入 .消焚すると

か,(一人十色)の多様な食生活や段産物の購買状

況を求めるという (コンセプ ト (意味づけ)市場)

段階に入ってきたのである｡

特筆すべきことは,都市生活者が,娯楽 ･激発 ･

運動に使う時間の枠内で,農山漁村を訪ねて,その

自然,紫観 ･社会文化に親 しむことに,より多くの

時間を割いて楽しむようになってきた｡また段山漁

村を歩き, ドライブし,さらに段林漁業に関する作

業に従事することに,大人だけでなく,子供の心身 

の健康増進効果や教育効果を高 く評価するようにな

ってきたことである｡

農山漁村の自然 ･景観 ･社寺 ･祭礼の大部分は公

共財であって,無舵で消費することができる (一部

では拝観料などを支払う場合もある)｡また都市生

活者は,殿山漁村と農林漁業に親 しみ,食粒の安全

保障や自然 ･景観 ･伝統文化を保全することの重要

性について見直しつつある｡

そこで,農林漁業の従事者としては,都市生活者

に公共財としての自然 ･呆観 ･伝統文化を無鮫で十

分に楽しんでもらい,同時にその保全 ･維持には費

用がかかることを理解 してもらう｡さらに地場の自

然資源や伝統的な衣食住文化を生かした戯林水産物

･サービスであることの説明や概念をつけて直売す

るというチャンスを生かす可能性が開けてきたので

ある｡

このように現状をセグメソ ト市場段階からコソセ

プ ト市場段階への過渡期ないしコンセプ ト市場段階

にあるので,いわゆる第 6次産業化の道を選ぶこと

がより有利になってきたのである｡

農業側に加工過程を取り込んで農畜産加工品を製

造 し,都市の卸売 ･小売商を通 じて販売するという

だけでなく,宅配や,農村に直接出向いてくるよう

になった都市生活者に対 して直売するとか,さらに

地場生産の食材を使った飲食店を直営するとか,農

産物の多様な販売経路を選択することが有利になっ

てきた｡

このように.川上の農業者が統合の主体となって.

川下の都市生活者に至る川中の加工 ･流通 ･外食 ･

中食過程を統合しようとする場合,まず彼らに農村

に訪ねてきてもらい,農業経営を直営 して生産する

ものが,いかに安全性 ･健康性に配慮 して生産 して

いるか,または伝統的食文化を生かすことにこだわ

って生産 しているか,という実態をみてもらい,安

心 して購入 .消致 してもらうことが必要になる｡も

ちろん各農村の自然的条件を最大限に活用 して,い

かに莫味 しくて新鮮なものであるかを理解 してもら

うことが必要である｡段産物や農産加工品を従来の

流通経路を通 じて販売することともに,段村の地元

での直売や直接消費,さらに宅配などの直販比率を

高めていくことによって農家手取 り率を高めること

が必要である｡ 

(2)市場常襲の変化に対応する


マーケティング韓帥各の改革


市場需要が,マス市場段階からセグメン ト市場段

階,さらにコンセプ ト市場段階へと移るのに対応 し

て,最適なマーケティング搬略が変化するはずであ
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る｡

中山間地域の零細産地は,マス市場段階には,規

格統一 .大丑 ･継続出荷戦略でもって産地ブランド

を確立するというマーケティング戦略を実現するこ

とができなかった｡しかしセグメン ト市場ないしコ

ンセプ ト市場段階に入ると,新しいマーケティング

戦略を企画するような条件が生まれてきた｡つまり

産地の歴史的個性,固有の食文化,風土条件に基づ

く味 ･肉質 ･鮮度の良さ,または農薬 ･化学肥料を

使わない有機栽培や,わずかしか使わない減農薬 ･

減化学肥料栽培法などを,魅力的なキャッチフレー

ズでもって訴えて,産地ブラン ドを確立するという

マーケティング戦略をとることができるようになっ

てきた｡

この市場段階に入ると,農産物の卸売市場流通の

ほかに,多様な (市場外流通)の方法が有効になっ

てきた｡

第 1に,卸売市場流通では,昭和 60年頃のように,

規格品の大歪 ･継続出荷が市場取引力を強化する最

良の手段であるという取引形態が続いているが,同

時に風土条件を活かした,個性的で晶質のより優れ

た農産物であれば,産地ブラン ドを確立できるよう

な市場架要も出現している｡

第 2に,農家と産地が,都市 .農村交流型農業,

農業観光 ･保巻型農業,農産加工型農業,有機農業

を営み,直接に農村まで出向いてくる都市住民に対

して,農村の雰囲気や景観を楽しんでもらい,そこ

で作物栽培や家畜飼糞の作業の一部を体験してもら

うとか,あるいは収穫されたばかりの新鮮な農産物

に触れて,生産過程の体験や情報つきで買ってもら

うという直売法を試みる産地も出てきた｡

しかし農産加工型農業を帝人する場合には,つぎ

の 4点に注目することが必要である｡

①生産技術 ･経営に関して言うと,中山間地域の

弱小産地では原材料の安定調達がむずかしく,しか

も規格がバラバラである｡品質管理技術に乏しい｡

施設の年間稼働が難しく,規模拡大も難しいので,

製造品が限定される｡しかし加工経営を安定化する

ためには,年間 1億円以上の売上をあげることがで

きる適正加工規模を達成し,熟練労働と高性能機械

施設を年中活用するだけの操業度を実現できなけれ

ば,採算が合わない｡また計画的に地元で原材料を

調達するためには,販売できないような等外品を原

材料に回すのではなくて,原材料として最適の品質

をもった農産物を専門的に生産し加工にあてるよう

に,原材料生産と加工との整合的計画を樹立すべき

である｡ 

(診消費者ニーズを的確に把握し,焦点を合わせる

平

べき消費者層を絞り,彼らにとって魅力のある商品

の品質と形態 (デザイン .包装 ･規格 ･利用方法)

を工夫することが必要である｡

③製品開発にあたってほ,視察,研修,交流を繰

り返し,思い付きを排除して,地域固有の風土条件

や材料を活かすように,創意工夫すべきである｡

◎広告宣伝が不足しがちであるから,まず,テレ

ビや新聞などの (パブリシティ)による販売促進の

チャンスを活用すべきである｡つぎに来訪者の口コ

ミが効果的である｡特にマスコミに強い有名人に真

価を理解してもらって,口コミの口火を切ってもら

うことが効果的である｡さらに地元出身者のふるさ

と意識に訴えて購買してもらい,さらに口コミの先

頭に立ってもらう軟略が有効である｡

第 3に,通信販売,宅配あるいはオーナー制販売

などを選択できる｡これは農村に訪ねてきて,その

個性的な段村景観や農業者のサービスと結合した農

産物を購入し,それを再度注文するとか,または口

コミでその農産物を友人に紹介して,それが通信販

売につながる場合が多い｡もちろん,宣伝ビラ込み

の注文票を配ったり,都市生活者にとって魅力的な

イベントをいろいろ企画するなど,広告宣伝焚用を

ある程度費やすことが必要である｡

第 4に,生協やスーパーなどのi Tl販店への直売方ir

式も有利になってきた｡とくに有機栽培の青果物や

コメなどについて生協などとの契約生産 ･販売がま

すます盛んになってきた｡

全国平均でみて,′ト売市場における韮販店の占有

率は現在はば7 0%に達している｡しかも各韮販店は,

均質な食品を定時 ･定立,店舗に並べて販売する都

合から,取引荷口がかなり大きいし,将来ますます

拡大する可能性が強い｡したがって丑販店の仕入れ

戦略の本流は,規格の統一された品物を大丑,継続

的に卸売市場でもって品揃えするやり方である｡

しかし,消費者の安全 ･安心 ･ほんもの ･ふるさ

と色豊かな食品志向に応える商品または客寄せの目

玉商品については,品販店の取引先はかなり小さい｡

中山間農村の弱′ト産地は,この需要動向を生かす

マーケティング救略として,減農薬栽培または有機

栽培によって,生協や有機農業に理解のあるスー

パーと特約を結び,少品 ･多品円生産でもって,安

全 ･健康性,安心,美味,新鮮,ふるさと色を武器

として (産地ブランド)を確立することから始める

べきである｡ついで産地規模を徐々に拡大し,計画

的に定質 .定立 ･定時出荷ができるように,産地農

家間の強ノ Jな共販組織をつくることが不可欠であ

る｡また産地規模に応じて最適操業度を実現できる

程度の高性能な銀出荷施設,加工施設,怖報収集施
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設を適正な立地に配位することが必要になってく ha82. 03.

る｡ った｡その後平成元年までに平井工区の植栽面街が 

hが ,ビオ-ネやヒムロットなどが であa

ll から に減り,旧樹園地のha85.ha5. ha
3O.
ha

に減って,合わせて平井集落のぶどう植栽面街は 

5O が.

保守的な垂直的統合型農業の展開

前章では,農産物需給条件の変化をあげ,それに

3.

からha65.1 に減った｡ha115.

38

19
82,
2

3]平井山樹園地造成事業の総事業費は1 , 

千円 100%)であり,国営事業が1 千円(

[

761対応する広義のマーケティング戦略として,農村内

2,%),県営事業が1388

が4488千円 (%)である｡したがって,地元農32

0

2,

7( (7%),地元事業発型の垂直的統合型農業を採択することが有利にな

ったと結論づけてきたが,次の 2章では,この垂直

千円 

55

04164,家の事業費負担額は国営事業で ,55円,県営

で ,000円,地元事業で全額,合わせて ,4961,

的農業型段業について 2つの事例を取り上げて,具

体的にマーケティング戦略を主として,どのような 事 業

,55円0690 0(総事業費の3%)であったと推測され経営革新を採択して発展してきたかを分析してみた

74]4

る｡い｡

[ 7

6

年当時の平井集落は,総戸数が1戸,農

戸の集落であり,専業農家が 5戸, 1兼農家

まず本章では,保守的というか,用心深い垂直的

家が1

園)について分析する｡これは大部市近郊農村とい が6戸, 2兼戯家が 5戸であった｡水田総面群が 

統合救略をとった事例として,(平井山観光ぶどう

ha39.1 ,果樹園総面右 ha54.ha115. ,計2 , l戸う恵まれた立地条件をフルに生かして,ぶどう栽培 耳が 

ha915. と比較的大きい経営型農業に対して観光事業と低次の加工事業を結合す 当たり平均耕地面桁は 

る方向で垂直的統合型B!業を成功させた事例であ 耕地規模の集落であった｡

る｡ 

(I)位配と自然条件

平井山観光ぶどう園は,兵庫県三木市の市街地の

北西に隣接し,神戸電鉄恵比寿駅から串で 5分であ

り,神戸方面からの交通の優に恵まれているので,

ぶどう狩の客を呼ぶのに非常に恵まれている｡ 

0a1戸当たり平均ぶどう図面街が9 と大きかった

ので,栽培労働を節減するために,当初は柱が少な

くて作業しやすい吊り棚を導入し,スピー ドスプレ

イ7-を使用することにした｡また防除と潅水を兼

ねて定置配管とスプリンクラーも設置した｡品種は 

x字型整枝長梢せん定のデラウエアとヒムロット, 

U字型整枝短梢せん定のベ リーAに決めて植栽 し

た｡

ところが粘土質で排水が悪く,有機質もほとんど

ないために,排水を兼ねて深耕用の トレンチャ-と

手作業で深耕に努めたが,生育不良で主枝がなかな

か伸びない園地が多かった｡それでもやっと結実期

(

頭規模の乳牛を飼う水田酪農経営の集落であっ

[1 3 ,1 5]平井集落は昭和 年頃は 戸の農家が 

6

60

2)観光閑の形成過程 

)水田醜段からぶどう栽培へ1

-


68

5

ha

た｡3 
ト･ベリーAの収益性が高いことに着目して,5戸 アとヒムロットに大発生し,枯死寸前の状態になっ

が l のぶどうを栽培 し始めた｡3年には集落 1

年には有志が近くで栽培されていたマスカ､ソ を迎えることができたが,その暗黒痘病がデラウエ

た｡この危機を乗り越えるために,農業改良普及所

a戸が皆ぶどうを栽培 しはじめて,総面前が 5hに

拡大した｡しかし開墾作業や果樹栽培の厳しさに苦

しめられ,その上やっと成因にこぎつけた年には台

風の被雪を受けた｡それでもお互いに励ましあい,

ぶどう図の復旧に当たった｡この時に団結力を発揮

した経験が,その後 2度の台風によってぶどう棚が

崩壊したり,組織内にいろんな問題が発生した場合

など関係機関と解決策を検討し,先進地視察を重ね

2た｡その結果,昭和5年には平棚に張り替えて,雨

よけの一部被符栽培を導入し,デラやヒムロットの

整枝法もU字型短梢せん定に切り替え,樹形を改造

するという大決断に踏み切った｡ 

2)市場出荷から観光ぶどう園へ

06に,その解決に役立った｡また4年から始まった国 収穫初めの昭和4年頃は,市場出荷が中心であっ

営東播用水国営農地開発事業の最初の開発パイロッ た｡当時平井集落には集荷場がなく,狭い空地を利

トモデル地区に選ばれるきっかけとなった｡ 用して箱詰め作業を行い,遠く離れた他地区の共同

7[2]昭和4年には,安福田団地 ･平井工区とし 集荷場に持ち込んでいたので,多くの労働を要した｡

ha3O.

ha

て事業が施工され,地区面毛

が完成した｡そこにぶどうを 

品種はデラウエアが 

4.ha67.1等 ,造成面群1 また乳牛飼育との労働競合も大きな負担となった｡

そこに出てきたのが観光ぶどう園に取り組むといha115. 植栽した｡

,マスカット･ベリーA う意見であった｡これは農家間,農家の家族内で意

1
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兄が分かれたが,結局熱心なリーダーの声で動き始

めた｡神戸電鉄に話を持ちかけたのか42年であり,

その年から本格的な観光ぶどう園を始めた｡しかし

観光客が輿まるようになるには,さまざまな苦労や

幸運の重なりが必要であった｡43年にはNHK放映

の ｢太閤記｣が,当時本陣のあった当平井山および

旧ぶどう園内にある軍師竹中半兵衛の墓などを紹介

した｡さらに糖度の高いおいしいぶどうづくりに専

念し,関係機関を巻き込んで観光客の誘致作軟を展

開した｡この結果,入園者が51年には 2万人にす ぎ

なかったのか,61年には 7万人まで増加し,名実と

もに県下一の観光ぶどう園として成長した｡その後

はバブルの崩壊や阪神大詔災の影響もあって,伸び

ずに現状を維持している｡ 

(3)共同組織の形成と観光ぶどう閑の運営

I)平井集落の農家構造とぶどう栽培面前の推移 

[1]平成 3年度における構成員農家 16戸のぶど

う栽培総面n7-は1,O47.la, 1戸当たり平均ぶどう栽

培面群は65.4aである｡栽培面桁別農家数をみると, 

50a未満屑が 5戸 (総段家数の31%),50-70a層が 

3戸 (同19%),70-100a層が 5戸 (同31%),100 

-120a屑が 3戸 (同19%)である｡ 

[2]平成 7年度には,高齢化のために 1戸が抜

けて15戸になっている｡脱段した段家は,園地63.5 

aで梨や柿を捨て作りしている｡15戸の農家は専業

農家が 2戸, 1来段家が 5戸, 2非段家が 8戸であ

る｡

なおぶどう作に従司‡している人数は43人,男性が 

20人,女性が23人である｡労働ノJl人当たりぶどう

作面桁は22.8aである｡年齢別労働力数をみると, 

30歳未満屑は男 0人,女 1人,計 1人 (総数43人の 

2%),
 

30-39歳層は男 4人,女 3人,計 7人 (同16%),
 

40-49歳屑は男 5人,女 10人,計 15人 (同35%),
 

50-59歳屑は男 4人,女 1人,計 5人 (同12%),
 

60歳以上層は男 7人,女 8人,計 15人 (同35%)で


ある｡意外にも40-59歳層が47%を占めており,35


%を占める60歳以上屑が高齢化によって引退して


ち,労働ノJ不足は深刻にならないと予想される｡ 

[3]ぶどうの品種別面前をみると,先に示した 

47年値にくらべて,平成 3年にはデラウエアが30Ua

から189a(総面前 1,155aの 18%)に減っている｡ベ

リーAは82Uaから778a(74%)へとわずかに減って

いる｡47年にはその他が30aに過ぎなかったが, 33

年にはピオーネが79.6a(7.6%),ヒムロットが0.5 

a(0.0%)に増えている｡しかし依然としてベリー 

Aが支配的である｡平成 7年になると,ぶどう総面

平

桁は1,002aへと47年当初の1,150aから148aも減って

いる｡品種別には,デラウエアがさらに減って91a(紘

面横の 9%)になり,ベリーAも671a(同67%)に

減っている｡しかも琵地栽培が減って570aとなり,

その代わりにハウス栽培が33a,芽袋栽培が2la,壁

中 トソネル栽培が47aに増えている｡特に増えたの

は高級大粒種であって240a(同24%)になっている｡

その内訳は,ピオーネが96a,藤稔が81a,ルビーオ

クヤマが33a,紫7.が13a,安芸クイーンが 8a,電

宝が 6a,ヒムロットが 3aである｡

このように,早生種のデラウエアを減らし,晩生

種の高級 ･大房 ･大粒種を増やすことは,観光ぶど

う狩の日数を減らし,遅い時期にずらすことを意味

する｡また食べ放題で大房を食いちらかしてもらっ

ては採算が合わない｡そこで将来方向としては,ぶ

どう狩はベリーAを主ノ)にして,それで客を呼び込

む｡同時に園内店および道端店において直売と宅配

便 ･通信販売でもって,高級大粒種を重点的に販売

し,収益性を高めるという軟略に転換する計画であ

る｡ 

2)平井山生産組合の組織づくり

平井集落の全農家 16戸は,｢栽培協定｣を主なる 

El的とする任意組合 ｢平井山生産組合｣を昭和47年 

3月に設立した｡それが ｢平井山観光ブドウ固｣を

管理している｡役員は園長,蔽問,副園長 2名,会

計 1名,その下に防除係 1名,評価委員長 1名,宣

伝係 1名,販売部長 1名,販売副部長 1名の10名で

ある｡16名の構成員良家から10名の役員が選ばれる

わけであるが,役員の仕軒が大変なことと,全段家

に組合の運営の仕方を理解してもらうことをねらっ

て,役職は園長,副園長が 2年,その他が 1年交代

となっている｡

役員は園長を中心に栽培管理,販売対策,経営管

理を検討するために,普通月には 1回,宣伝開始前

には 2回,開園前には 4回以上と必要に応じて度々

会議を開いている｡

役員は自主的に討議し,対策を練っていきながら

相互に助け合っている｡また開園以降は,駐車係,

受付係,販売係など全員が役割を分担している｡大

型免許をもっている男性は送迎バスの運行,女性は

園内の接待,清算門の受渡しなど長年の群み重ねに

よって適材適所に役割が決められ,運営されている｡ 

3)観光ぶどう園の運営

[1]ぶどうの栽培過程は個人管理であるが,袋

掛以降の作業は生産組合によって管理され,販売さ

れる｡入園者の動きにより,入園予定日をZJrf前に調
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整 し,園の評価日を決め,評価の 1-3日前に栽培

農家が各自の園内の清掃と房の仕上げを行い,房数

を組合に報告する｡そこで評価日には,生産農家全

負,農 業改良普及センター (2名),農協 (2名)

からなる評価委員が集まって,(∋房の着色のむら,

②房の大きさ,③粒の大きさと揃い,①病害虫 ･薬

班などを基準にして,客観的にその園を評価する｡

栽培農家への利益の配分は,房数 ×評価得点を基準

に行われる｡また観光期間中は,出役に対して組合

から日当が支払われる｡ 

[2]デラウエアとベリーAの販売は共同で契施

しているが,ビオ-ネなどの大粒系品種は国内店で

個人の持込みとして販売される｡また平井山ワイン

やぶどうジュースも共同販売にかけられる｡ 

[3]広告宣伝にも力を入れ,ラジオ,新聞,電

車の吊り広告で宣伝している｡ぶどう以外にも野菜

や花,加工品を販売 している｡また園内の環境美化

のために,プランターでベゴニアを栽培し,ぶどう

放棄園を利用してコスモスやマリーゴール ドを共同

で栽培 している｡

出荷時期の早いデラウエアが減ってきたので,盆

前 (8月上旬)の需要に応 じるために,全戸が簡易

ハウスか,芽袋,空中 トンネルのいずれかの栽培法

を実施して収軽時期を早めている｡ 

4)観光ぶどう園の料金体系 

[1]ぶどう園の開園期間は, 8月 5日～ 9月中

旬であり,営業時間は 9-17時である｡品種別には,

デラウエアが 8月中旬まで,ベリーAが 8月中旬か

らである｡ 

[2]入園料は大人 (中学生以上)800円,′ト人 

(4歳以上)600円,団体は25名以上が50円引き, 

100名以上が100円引きである｡幼稚園および保育園

団体に対しては特別割引きしている｡ 

[3]ぶどうの持ち帰 り (箱付き)は 1kgにつ

き,デラウエアが1,000円,ベリーA(露地もの)が 

800円である｡また道端店などでの直売では,ベリー 

A(露地もの)が900円,ベ リーA(ハウスもの)が 

1,200円,ピオーネ ･藤稔が1,500円である｡全国へ

の配送も引き受けている｡ 

[4]平井山ワインも園内で限定販売されている｡

赤,白,ローゼ 3本入り化粧箱やハニーワイン 2本

入り化粧箱がある｡さらに米まつりを実施し,新米

の予約販売を行っている｡ 

(4)観光ぶどう園および栽培腿家の収支 

1)昭和63年度の観光ぶどう園の収支

｢兵庫県農業コンクール発表資料 (平成 2年)｣ 

によると,昭和63年の経営成果はつぎの通りである｡ 

[1]観光ぶどう園の総収支はつぎのようになる｡ 

(D総収入104,253,956円-観光収入98,231,823円

+出荷収入6,022,133円 

(診総支出19,131,675円-観光経費 (箱 ･手数料) 

8,193,435円+人件群7,801,400円+依還金 (逮

物など)1,136,840円+準備費 (翌年までの運

営費)2,000,000円

③分配金85,122,281円-① -② (総収入の82%) 
[2]ぶどう園植栽面群 1,150aの10a当たり平均

値はつぎのようになる｡ 

10a当たり収入906,556円,10a当たり平均支出 

166,362円,10a当たり分配金740,193円｡ 

[2]同資料にはNさんの経営収支について,10 
a当たり平均値があげられているので,これを引用

しよう｡ 

(》粗収益808,031円-配当金740,193円+その他67, 

838円 (観光園からの受取労賃)

②流動経費	119,656円-肥料費18,167円+農薬費28, 

839円+諸材料費66,750円+荷造り出荷賛0円+

その他1,500円

③固定経費170,088円-修繕費34,310円+支払利息 

31,525円+減価供却費104,253円

庄)経営費 -② +③ -289,744円 

6)所得-(ヨー①-518,287円 

[3]上記の数値は10a当たり金額である｡平成 

7年度において,15戸の農家 1戸当たり平均ぶどう

作面前が67aであるから,この平均規模経営の総農

業所得は3,472,523円-518,287円 ×6.7になる｡

2)平成 7年度の観光ぶどう園の収支 

[I]近畿農政局 ｢土地改良事業地区営農推進優

良事例 (受益農家集団)｣によると,観光ぶどう園

全体の平成 7年度における総収入について,つぎの

ように試算されている｡ 

(Dデラウエア-750 面街3Oa 35,7千円 ( .h,販売E: 

54,690,000kgx単価1,053円

②ベリーA-131,930千円 (8.2ha,164,660,000 
kgx801円)

③ピオーネ-5,415千円 (0.3ha,3,650,000kgx 

l,484円) 

Q)合計 -194,915千円 (ll.5ha,223,000,000 
kgx874円)

昭和63年の総収入は104,253,956円であったが,

それから 7年後の平成 7年の総収入は,194,915, 

000円と1.87倍に増大 したのである｡ぶどうの作付

け面前は両年とも同じく11.5haである｡またぶど

う園は63年にはすでに成園に達 していたから,単収

はほぼ同じであると推定してよい｡そうすると,こ
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の格差は単価の上昇によると判断してよい｡つまり

大粒種比率が増大 し,栽培技術の改善によって品質

が向上 し,さらに販売戦略の成功による観光ぶどう

園ブラン ドが確立 し,さらに一般物価の上昇に応 じ

て単価が上昇したと推定 してよいであろう｡ 

[2]つぎに総支出を推定 しよう｡全国平均の農
業資材価格指数についてまだ 7年度数値が得られな

いので,平成 6年数値を代用すると,昭和63年値に

比べて,1.053倍にあがっている.同様に賃金は男

女単純平均で,1.223倍にあがっている｡

そこで上記の昭和63年の観光経費 (箱 ･手数料) 

8,193,435円,供遊金 (建物など) I,136,840円,準

備費 (翌年までの運営費)2,000,000円がともに,

平成 7年度には農業資材物価指数と同じく1.053倍

に上昇 し,同時に人件費7,801,400円が,農村賃金

指数と同じく1.223倍にあがったと仮定 しよう｡そ

うすると,総支出は21,471,892円になる｡

結局,平成 7年度の収支はつぎのように推定され

る｡ 

(D総収入 194,915,000円,

②総支出21,471,892円, 

(9分配金 173,443,108円となる｡

昭和63年値にくらべて平成 7年値は,総収入が 1. 

87倍 ,総支出が 1.122倍 ,分配金が2.038倍にあがっ

たと推定できる｡ 

[3]平成 7年度におけるぶどう固植栽面前 1, 

150aの10a当たり平均値はつぎのようになる｡ 

① 10a当たり収入 1,694,913円
 

(参10a当たり平均支出186,712円
 

③ 10a当たり分配金 1,508,201円 

[3]上記Nさんの昭和63年度の経営収支の中で,

平成 7年度まで役人 ･産出実物丑は変わらなかっ

た,ただし段業物財価額が上記の全国平均の農業資

材価格指数の倍率 1.5倍だけ上昇 し,受取fT03 i金と

支払貸金が農村賃金指数の倍率 1.223倍だけ上昇 し

たものと仮定 しよう｡そうすると,平成 7年度の 10 

a当たり数値はつぎのように推定される｡

①粗収益 1,591,167円-配当金 1,508,201円 +その

他82,966円 (観光園からの受取労賃)

②流動経賛121.365円-肥料費 19,130円 +農薬費 

30,367円 +諸材料費70,288円+荷造 り出荷焚

0円+その他 1,580円 

(9固定経費 179,102円-修繕焚36,128円 +支払利

息33,196円 +減価償却焚109,778円


庄)経営賛-300.467円 -② +③
 

6)所得 -1,290,700円-(D一任) 
[8]上記の数値は平成 7年度の 10a当たり金額

である｡平成 7年度において,15戸の農家 1戸当た

平

り平均ぶどう作面街が67aであるから,この平均規

模経営の総農業所得は8,647,690円-1,290,700円× 

6.7になる｡ 

[9]｢新政策｣に定義された ｢個別経営体｣と
して 1千万円の農業所得を得ようとすれば,ぶどう

園規模を77.48a(-10,000,000円÷1,290,700円)に

拡大すればよいことになる｡ 

(5)今後取り組むべき課題 

[1]役員の聞取調査によると,平井生産組合は,

今後さらに栽培技術の向上と販売戦略の充実を図っ

ていく｡またこれまで苦労を克服 してきた団結力を

増強 し,集落内の和を大切に集落全体の発展を考え

ながら,消費者の声を常にぶどう栽培に反映できる

組織でありたい,そして東播地域を常に先導する産

地であり続けたいと願っているようである｡ 

[2]平井山生産組合は東播地域において栽培技

術および販売戦略について先駆的役割を担ってきた

組織である｡今後も同様に,新 しい技術革新に挑戦

していくであろうが,それが高度技能 ･労働 ･資本

集約的な生産技術であるほど,大面群を管理できな

くなる｡ しかし他方では高齢化のために脱落する農

家が出てくる場合にそのぶどう園を荒廃させること

なく,守壮年層の栽培規模を拡大するために活用 し

なければならない｡その意味で組合の園地利用権の

流動化 と再配分の機能はますます重要になって く

る｡ 

[3]当生産組合では,15戸の農家の内で 4戸で

は30歳未満の菅年が農業に専従しており,世代交代

が順調に進んでいる｡今後の問題は,65歳以上の高

齢者だけで後継者がいない農家の将来をどうするか

である｡農業ができなくなるまでに,菅壮年層が専

従する農家にぶどう園を譲渡するように集落内で調

整することが必要であるが,受け手農家はますます

省力的技術体系を創意工夫し,共同でもって必要な

機械 ･施設を整備することを検討すべきである｡ま

た園地基盤の再整備も必要になろう｡ 

4.先匹的な垂直的統合型鼻業の展開 2) 3) 4) 

(1)E3業法人 ｢モクモク｣の経営戦略と地域への

波及効果

前章では,｢平井山観光ぶどう園｣の穏健で保守
的な垂直的統合型農業の展開過程を検討 してきた｡

これと対照的なのが,農業法人 ｢モクモク｣の急進

的で独創性溢れる経営戦略である｡

段業法人 ｢モクモク｣は,第 1次 L2次 ･3次産

業機能を統合して,いわゆる(第 6次産業型経営体)
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あるいは (農業 ･農村関連産業機能の垂直的統合経

営体)を形成する経営戦略を創造している｡

その経営革新の内容としては,狭義の農業生産に

とどまらず,地元農産物を主原料とする農産加工業,

農産物およびその加工品の多面的な流通業,同食品

を食材として利用する外食 ･中食業,さらに農村の

自然 ･景観 ･文化を活用したレジャー ･観光業まで

も統合している｡

そのために必要な事業施設を農村内部に集奄写し

て,複数の産業機能の垂直的統合化と事業規模の拡

大を図り,統合経営体の利益を高めるとともに,也

元農村居住者に対しては,後はど第 5章で述べるよ

うに, 5つの局面で多額の波及効果をもたらしてい

る｡ 

(2)腿業法人 ｢モクモク｣の現状 

1)｢モクモク｣の概況

農業法人 ｢モクモク｣は通称であり,農事組合法

人 ｢伊賀の里モクモク手づくりファーム｣と,製品

の販売を担当する有限会社 ｢農業法人モクモク｣と

の統合経営体である｡

現在 ｢モクモク｣は,三重県伊賀盆地の北西隅,

阿山町西湯船ののどかな水田地帯を縁どる丘陵の雑

木林 8haを伐りひらいて,本拠の交流農園を造成

している｡広い敷地内にはしゃれた 9棟のログハウ

スが散在し,農畜産加工施設,直売店,レストラソ,

ファーマーズマーケット,豚放牧場として活用され

ている｡その他に県内の主要都市に 5つの直売店を

出している｡

｢手づくりハム工房モクモク｣として発足した昭

和63年度の経営を見ると,従業員が14人,売上高が 

1億 4千万円,顧客の ｢モクモククラブ｣会員数が 

200人であり,ありふれた農村地域内発型のベンチ

ャー ･ビジネスに過ぎなかった｡それが 8年後の平

成 8年度にはそれぞれ174人,20億円, 1万 5千人

という突出した く農業関連垂直的統合経営体)に発

展した｡

｢モクモク｣は,平成 9年 2月 6日に朝日農業賞

を受賞した｡受賞の理由は,いままでの農業の概念

を打ち破り,地元の農産物に付加価値をつける第 6

次産業化を成功させ,｢モクモク｣自体の健全な発

展とともに,地元の農業振興 .農村活性化に大きな

役割を果してきたことである｡ 

2)農業法人 ｢モクモク｣の組織図

農業法人 ｢モクモク｣は,農事組合法人 ｢伊賀の

里モクモク手づくりファーム｣と有限会社 ｢農業法

人モクモク｣から成る統合体である｡ 

農事組合法人 ｢伊賀の里モクモク手づくり7 /

ム｣は,26人の構成員から成り,その総会が最高意

思決定機関である｡その中から代表理事,社長理事,

専務理事,常務理事,その他理司‡(3人),監事 (I

人),計 8人の理事が選出されて理事会を構成し,

経常的な管理に当たっている｡この ｢理事会｣の下

に 5部 l局を位いて運営している｡

なお有限会社 ｢農業法人モクモク｣は,取締役会

のもとで管理され,その下に伊賀豚生産委員会,紘

合物流部一物流課,営業企画部 -営業課一直売店,

総務部一総務課から成っている｡

しかし両組織は,法的には異なる法人であるが,

前者の理事が後者の取締役を兼ねており,実務上は

統合体として運営されている｡この統合体としての

内部組織をみると,平成 9年 9月現在で次のように

なっている｡

理事会 (取締役会) 

[1]公園づくり及び組織整備プロジェクト事務局 

[2]総合物流部 (社員17名,パー ト29名)

①物流課,②パックセソクー,③営業ギフ ト

課,庄)直営店舗 (津店,桑名マイカル店,四

日市近鉄店,津校費店,松阪三交店) 

[3]農業加工部 (社員33名,パー ト28名)

①農業生産課,②ハム工房課,③地ビール工

房課,Q)パン .パスタ工房課,G)和菓子工房

課,(む晶質管理室 

[4]ファーム運営部 (社員34名,パー ト49名) :

①ファーム運営課 ･. (A)店舗チーム,(B)体

験教室チーム,(C)レストランチーム, 

(参100%満足企画対策室 : (A)予約受付チー

ム, (B)動物拒当チーム, (C)公図管理チー

ム 

[5]食段通販部 (社員 9名,バー ト6名) 

(D食段企画課,②ネイチャークラブ事務局,

③食段事務課 

[6]総務課 (社員 4名,パー ト2名) :

①総務課,② 5%経費節減対策室
なお,両法人を合計した従業員は年 増々大してい

るが,平成 9年 9月では,社員97人,パー ト114人,

合計211人に拡大している｡ 

3)農業法人 ｢モクモク｣の事業システム

農業法人 ｢モクモク｣は,上記の餌某組織でもっ

て,つぎのような く事業理念)のもとで事業活動を

行っている｡ 

(l)農事組合法人 (1･2号法人)｢伊賀の里モ

クモク手づくりファーム｣ 

[l]生産の場づくり
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①地域農業の振興を図る｡

阿山町の農家に委託するか,または直営でもって

糞豚を営み,肥育豚とともにミニ豚を生産し,豚糞

尿による堆肥を利用して,有機野菜 ･有機米を生産

し,さらに加工原料としてのビール麦 ･小麦の生産

を通じて,農業生産を振興する｡生産の共同組織化

を通じ生産費 ･流通費の節減を図り,生産物の直売

を通じて愛着ブランドを確立し,付加価値をつける｡

②農業の担い手づくり 

(A)農薬後継者の夢づくり ,(B)農業への消費者

参加のための研修の場づくり, (C)高齢者 ･婦人農

業者の連携と仲間づくりを推進する｡ 

[2]加工の場づくり

専門工房化を図り,必要な原料 ･食材の地元自給

を図り, (A)高付加価値商品の開発, (B)安全な加

=品の開発 ,(C)規格外農産物の加工化を狙う｡ 

[3]交流の場づくり

楽しさ感農リゾー トを創り,それによる農業 .盟

村ふれあいづくりを通じて ,(A)体験の場づくり, 

(B)教育の場づくり, (C)休養の場づくり, (D)産

直の場づくりを狙う｡ 

(2)有限会社 (農業法人)｢モクモク｣ 

[1]流通の場づくり

特産品のネットワークづくりと主体的な流通体制

づくりを通じて ,(A)モクモクネイチャークラブ, 

(B)直売店舗, (C)契約店舗への販売を促進する｡ 

(3)農業法人 ｢モクモク｣の発展過程 

1)農業法人 ｢モクモク｣の発展過程の年表

最初に ｢モクモク｣の発展過程を年表によって示

すことにしよう｡

昭和 58年 :伊賀山旋豚 ･伊賀豚が東海地区最初

の銘柄豚として登場

昭和 62年 4月 :農事組合法人 (1号法人)伊賀銘柄

豚振興組合を設立

昭和 63年 5月 :手づくりハム工房の操業を開始

昭和 63年10月 :モクモククラブを設立 (現在,モク

モクネイチャークラブ)

平成元年 :モクモク手づくりウインナー教室を

開始

平成 3年11月 :最初の直営店,モクモク津工房を開

設 (現在,県下に 5店舗)

平成 4年 :有限会社 (農業法人)モクモクを設

立

平成 5年 4月 :行政指導により,農事組合法人伊賀

銘柄豚振興組合と有限会社 (農業法

人)モクモクの事業分担を確立

平成 6年10月 :農事組合法人伊賀銘柄豚振興組合を

平

段串組合法人 (2号法人)伊賀の里

モクモク手づくりファームに名称変

更するとともに,事業内容を農業全

体に変更し,内部に農業生産部を新

設

平成 7年 7月 :モクモク手づくりファーム開設

平成 8年 7月 :食と農を結ぶ通販事業を開始

平成 9年 2月 :朝日農業賞を受賞

平成 9年 7月 :モクモク手づくりファームにパン ･

パスタ工房が開設 

2)｢モクモク｣の生成過程

このめざましい発展は,どのような過程をたどり,

何が原動力となったのであろうか｡

阿山町を主とする伊賀地域の糞豚農家 14戸は,昭

和58年,県経済連職員の吉田 ･木村両氏のリーダー

シップのもとに伊賀銘柄豚振興協議会を組織し,弱

小産地として生き残るために,｢おいしい ･安全 ･

新鮮｣をキャッチフレーズとして,品種と飼育方法

を統一し,特に肉質を改善するために木酢を給与し

て,｢伊賀山麓豚｣および ｢伊賀豚｣というブラソ

ドでもって豚肉の差別化戦略に取り組んだ｡

しかしそれだけでは輸入自由化のもとで将来性が

ないと判断し,肥育した豚をハム,ソーセージなど

に加工して付加価値をつけ,原料豚肉の生産農家に

帰属する手取り価格を高めることを狙った｡その仕

掛人になったのか,餐豚段家リーダーの福島氏と経

済連を辞職して背水の陣を敷いた木村 ･吉田 ･松尾

･中野の 4氏であった｡1 4戸の農家とともに,昭和 

62年に農事組合法人 ｢伊賀銘柄豚振興組合｣を組織

した｡その際タイミングよく国庫補助事業を導入で

きて,事業費 7千 6百万円でもって,加工施設とロ

グハウスを建造した｡自己負担は 40%の 3千 5百万

円であり,組合員が各々 2百万円づつ出資して賄っ

た｡この加工 ･交流施設を ｢手づくりハム工房モク

モク｣と名づけた｡

｢モクモク｣の製品を韮販店や生協に卸す方法だ

けでは,巨大メーカーの全国ブランド商品に圧され

て売れ行きがかんばしくないことが発足時からわか

っていた｡そこで加工を開始した昭和 63年から直販

に力を注いだ｡幸いにも初年度から歳暮ギフトで成

功し,その後は商品企画にあたって市場の流れを正

確につかみ,焦点をあてた消費者層の潜在的ニーズ

を掘り起こすために,夢と希望に満ちた経営理念を

訴え,アイディア商品を創りだし,奇想天外なネー

ミング作戦を展開した｡このユニークなマーケティ

ング戦略がマスメディアの注目の的となり,そのこ

とが著しく販売促進効果をあげるようになった｡
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また,初年度から取客の会員組織として ｢モクモ

ククラブ｣を発足させた｡FMラジオによる ｢モク

モク通信｣や会報 ｢モクモク通信｣を入れたダイレ

ク ト･メールなど事業 ･製品 ･イベン トに関する情

報の発信も効果をみせるようになってきた｡

手づくりウインナー教室とバーベキュー料理がヒ

ットし,それが口コミで客を呼び込み,その客がみ

やげを買い,さらに ｢モクモククラブ｣の会員とな

り,通販の顧客や再訪問者となることによって,売

上を高めていった｡

なお ｢モクモク｣の販売経路教略を見ると,①L3:

販店 ･デパー ト･専門店 (合わせて171店 ) ･7つ

の生協, 3つの農協, 6つの消費者グループへの販

売,② 5つの直営 .テナン ト店舗での販売,③消費

者への直接販売という 3つの販売経路に製品をバラ

ンスよく配分 し,特定の取 り引き先に牛耳られるこ

となく,危険分散を図りながら,自主性を貫 く戦略

を採った｡

①の販売経路はこれまで取扱品が多かったが,製

造と卸機能に限られるために受取る粗マージンが低

いのはやむを得なかった｡②の直営 ･テナン ト店舗

販売は小型店舗であるために人件費のウェ- トが高

く,粗マージンを高 く維持できても,利益率は丑販

店との鏡争に圧されて低くなりがちであった｡③消

費者への直販は,製品開発のアイデアを理解 しても

らい,誠実さと熱意を感じてもらい,結果として利

益率も高かった｡これからの時代は,直販において

いかに固定客を多く獲得できるか,いかに管理でき

るかがTJ業運営にとって最も重要になる｡この会員ii

に対するギフ トが売上の 4 近 くを占めているの割

で,モクモク会員の支持が将来を決めるとみて良い｡

したがってますます直販にノJを入れるようになっ

た｡この主体性のある販売方法がウェイトを高める

ほど,大手流通資本に牛耳られないようになった｡ 

3)｢モクモク｣の発展過程

しかし消費者との交流をさらに深め,地域段業者

との共存共栄を勝ち取るためには,さらに新たな経

営革新救略を企画 し,大胆に実行に移すことが必要

になってきた｡

これが,｢自然と段と豚をテーマ｣とした経営拠

点兼交流拠点の ｢伊賀の里モクモク手づくり7 /

ム｣の建設 として結実 した｡ 2haの敷地に建って

いた旧施設をとりまくように して新たに 6haだけ

敷地を拡大 して,上記のような見解な く交流段固)

として平成 7年 7月にオープンしたのである｡さら

に平成 9年 7月にはパン ･パスタ工場を開設 し,一

段と大きく飛躍 している｡ 

上記の組.織図から明かなようにに,総合物流部,

段業加工部のはかに中核となる7 -/-ム運営部を置

き,さらに食農通販部を設正して,通販ルー トを虎

視 している｡特にどの部においても企画機能を非常

に重視 していることに注目すべきである｡

農業加工部はハム ･ソーセージ,地ビール,パン

･パスタ,お薬子,精肉 ･そうさいを製造 している ｡

｢モクモク｣のビール製造はモル ト (麦芽)プラ

ントも併設 して,ビール変の生産-加工-直売を独

自に展開し,コストは高 くなるもののユニークで多

様など-ルを製造することによって,多くの顧客を

呼び込んでいる ｡

モクモク手づくりファームが開設されて3年 11の

平成 9年 7月7日,新たなる飛躍をめざして地変パ

ン ･バスク工房 (建物面桁630m2), およびレス ト

ランのPaPaビアハウス (建物面耶960m2)が建造さ

れたが,この第 2期工事には 6億円かかっただけあ

って,豪壮な建物である｡

調整池のほとりに大きな三角屋根の白壁の建物が

地変パン ･パスタ工房で,スペイン風の大きな石か

まどでバソをじっくり焼 く｡ロングからショー トま

で様々なパスタをつくるのを窓越 しに見学で き る ｡

もちろん焼き立て,打ち立てを販売する｡隣のレス

トランのPaPaビアハウスでは,建物の中でブ ドウ 

(デラウエアや巨峰など)を栽培 し,その木陰で 1

人前 1.800円でバイキング方式の料理を楽 しんでも

らうやり方である｡これまではバーベキューハウス

の食事だけだったが,一段とバラエティ豊かな料理

を味わってもらうことになった｡

｢モクモク｣は,このように ｢加工の場づくり｣

から ｢良薬生産の場づくY)｣へ,さらに ｢消費者と

の交流の場づくり｣へと活動領域を拡大 している｡

｢良薬生産の場づくり｣では有機野菜 ･有撒米の

直営段場の運営,騒落首段組合および段家との契約

生産,大規模生産者との操舵と杓い手の育成,地域

管理のための高齢者の活用へと,川上に向かって統

合化を図っている｡

｢消'-ff者との交流の場づくり｣を油 じてレストラ

ン .直売所における直販を増やし,特に ｢ kを食とEt

考える直行便の会｣の会員に対する通販を拡大 しよ

うとすれば,直営や契約生産でもって加工原料や食

材を安定的に確保し続けることが必要になる｡現在,

米はコシヒカリよりも口あたりが軟かく粘りも強い

新品種の ｢-/ミロ17｣を導入し,30haの低段薬の

特別栽培米を生産 している｡これに加えて野菜の直

営生産が 2ha,ピール麦の集落宮殿組合への委託

生産が 8ha,さらにパン工房のための小麦の作付 

8haが加わって くる｡このような ｢生産の場づ く
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り｣を通じて,｢モクモク｣は阿山町の農地や自然,

農村の景観を活用する重要な担い手となっている｡

また有限会社農業法人 ｢モクモク｣は,｢流通の

場づくり｣として,契約店舗,直営店での販売,ネ

ットワーク化した特産品の販売,消費者参加のシス

テムの運営を担当している｡

｢消費者との交流の場つくり｣のためには,ネイ

チャークラブを組織して,会員割引,飲食の割引,

無料入場券の発行,年間25回にわたるイベントへの

招待などの会員特典を用意して相互の理解と交流を

深めている｡

平成 7年度にはクラブ会員が 1万 5千人に連した

が,さらにクラブ会員の中でも交流意識の高い有志

でもって ｢食と農を考える直行便の会｣を組織し,

平成 7年度から通信販売を実施している｡この会で

はハム,ソーセージなどの畜産加工品に限らず,有

機野菜,有機米,県内のブランド化した農産品,豚

精肉,地ビールなどへと品目を拡大しており,会員

数は発足後 3カ月ですでに 3千人に達している｡

このように,単なる (モノ消費型レジャー施設)

ではなくて.(時間消費型レジャー施設)を整備し

て,客の入り込み数の増加と客単価の増大を図って

きた｡同時にそれによって豚のイメージアップを図

り,糞豚農家の誇りを高めてきた｡

今後の事業領域の拡大構想としては,①消費者参

加型の簡易宿泊施設の建設,(参ライスセンター ･精

米機の設置と米のマーケティングへの参入,③ ｢モ

クモク｣独自の有機農法の確立などが企画されてお

り,統合経営体として生産 ･加工 ･販売 ･外食 ･交

流のシステム化をさらに深める計画である｡

このように統合経営体は川下だけでなく,川上ま

でも統合することによって,消費者,農家との多様

なネットワークを構築し,川下で確保した利益を,

収益性の低い川上の農業生産者へ分配することを狙

っている｡

さらに経営体の成熟化が進むほど,内部の経営部

門間の調整だけでなく,経営体の役員,従業員,良

蘇,ネットワークに参加する消費者との間に,どの

ようにして生成された便益を公平に分配するかが,

一層重要な課題になるであろう｡ 

(4)｢モクモク｣発展の要因

｢モクモク｣の役員は,発展の要田として,タイ

ミングよく(人)と く技術)と く金)が揃ったこと

を強調している｡

第 1に,適材の (人)を確保するという難問は次

のようにして解決された｡まず く知恵と情熱の塊)

というべき吉田,木村,松尾,中野の 4氏が,三重

平

県経済連を辞職して,｢モクモク｣の創設時から(仕

掛人)として加わり,背水の陣を敷いて上記のよう

な経営革新に取り組んできた｡次に阿山町の茸豚農

家のリーダーであり,同時に町全体に人脈をもつ福

島氏が (まとめ人)として,｢モクモク｣と町の農

家と住民および町 ･県 ･国の行政との間の調整機能

を立派に果たしてきた｡

第 2に,(技術)不足問題は,ハム製造の権威で

ある山本福太郎氏の知遇を得たこと,さらに国内と

海外の先進地の指導を受け,意欲的に新技術を取り

入れることによって解決した｡特に,製品開発や販

売促進策を企画する場合には,(外部スタッフ)と

呼ぶ強力な助っ人の支援を仰く･ことが効果的であっ

た｡

第 3に,(金)であるが,初めは組合員と役員か

ら一律 2百万円づつ出資してもらい,計 3千 8百万

円の創設資金でもって発足した｡その後組合員から 

4千万円,従業員から6千万円,計 1倍円を出資し

てもらった｡

しかしこの｢伊賀の里モクモク手づくり7 /-ム｣-

の施設を整備するだけで,昭和62年度から平成 9年

度までの間に約 14億 6千 2百万円の事業費が投資さ

れている｡幸いにして,これらの事業のために 5つ

の国庫補助事業, 2つの県単事業が採択され,また

は採択される予定である｡したがって,設備事業 費

の56%は,国および県の補助金によって賄われてお

り,モクモクの自己負担は44%の6倍 4千 3百万円

にとどまっている｡この自己負担のかなりの部分は,

制度融資や民間金融機関からの借入金によって賄わ

れている｡

第 4に,｢モクモク｣の経営理念はユニークであ

り,それが社会の生活意識の潮流に合っていたこと

を,発展の要田として強調したい｡

｢モクモク｣は根本的な経営理念として,次の｢モ

クモク 7つのテーゼ｣を掲げている｡

｢モクモク｣は,(∋段業振興を通じて地域の活性

化につながる事業を行う,②地域の自然と農村文化

を守り育てる担い手となる,Q)自然環境を守るため

に環境問題に群棲的に取り組む,庄)おいしさと安心

の両立をテーマにしたモノづくりを行う,6)｢知る｣

｢考える｣ことを消焚書とともに学び,感動を共感

する事業を行う,⑥心の豊かさを大切にし,笑顔が

絶えない活気ある職場環境をつくる,⑦協同的精神

を最優先し,民主的ルールに基づいて事業を運営す

る｡

役員は,｢モクモク｣の使命は,｢脱 ･既成虚業｣

の先達になることだと言うが,この ｢私益と共益と

公益との併行的な実現｣を狙う経営理念は,私益の
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追求に狂奔する既成企業からの離脱の宣言でもある

と言えよう｡ 

(5)将来へ向けての課題

l)農業法人と組合員および原料 ･食材調達先であ

る農家との間の利益の公平な分配 

[1]養豚の将来方向

農事組合法人の組合員である嚢豚段家グループが

生産する銘柄豚に対しては,枝肉 1kg当たり30円

のプレミアムを支払っているが,｢モクモク｣が原

料として使用する枝肉部分に対しては,さらに38円

をプラスして支払っている｡それにもかかわらず,

頚豚農家は年 減々少し,平成 8年度には 7戸まで減

少するに至った原田は何であろうか｡

生産過程を指導し,資金を融資し,飼料を主とす

る生産や材を提供しているのは農協であるから,良

協の営段部が中心になって本格的に原田を究明し,

早 急 に対筒を講じなければならない｡なお ｢モクモ

ク｣は,糞豚を止めたE!業者の一部を雇用している｡ 

[2]ビール衷および小変の将来方向 

(D｢モクモク｣は,地元産のピール麦を主原料と

する地ビールおよび地元産の′ト麦を主原料とするバ

ン ･パスタにこだわっている｡地元産の安全で安心

できる原料を使うことにこだわらなかったら,(経

営理念は建前であって,本音は偽もの)というレッ

テルを張られ,客の信用を全く失ってしまうであろ

う｡

② ｢モクモク｣の平成 9年度計画をみると,(A)

ネットワーク (協)J)農家が｢ビール麦 (天城二条)｣

を6.5ha,16.25t,2,275千円だけ生産し,提供して

くれる｡ (B)直営農場では ｢ミヤギノコムギ｣を22 
a,0.55t,79千円,｢鴻典25号｣を12a,0.3t,43千

円,｢もち小麦｣を2la,0.42t,60千円,合計して 

55a,1.27t,182千円だけ生産する計画である｡

ビール麦の生産品16.25tでは ｢モクモク｣の原料

必要品20tに足りないので,その不足分は他地域か

ら確保するのであろう｡20tの原料麦があれば,こ

れを発芽させて転進にかかると2カ月間で発酵し,

それを 2か月間熟成させて 6種類のビール製品を 

250㌔rt之だけ生産できる｡問題は地元産のビール麦

には,雨の多い年など発芽率の悪い未熟愛が多く混

入していることである｡段協は栽培技術を本格的に

指導して,｢モクモク｣の使用に耐えうる水準まで

晶質を高めなければならない｡ 

[3]野菜の将来71向
 

(∋｢ -モクモク｣は7 /-マーズマーケットで直売

するためと,通販の直行便に入れるために,かなり

多くの野菜や花きを必要とする｡特に今後は通販会 

員を 3万 5千世帯以上に拡大する計画である｡また

客に直接収倭する楽しみを味わってもらうために

ち,野菜 ･花き作を増やす計画である｡

②これらの需要に応えるために,野菜や花きの契

約段家を80戸まで増やして,安定的に供給してもら

う計画である｡ダイコン,キャベツ,ハクサイなど

は阿山町で栽培したいが,排水が良くないために収 

DTLLも低いし晶質も悪い｡その上,現在は高齢者が栽

培しており,それを引き継く･後継者がいないので先

細りになる心配がある｡また多様な品揃えができな

いことも問題である｡

｢モクモク｣が横極的にこれらの農家を組織して

定時 ･定質 ･定iB:の計画生産を推進し,それによっ

て安定した収入を段家に保証すれば,本格的に野菜

･花き作に取り組む菅壮年層が現れるかもしれな

い｡

③排水の悪い重粘土質の阿山町の水田では,rgT地
栽培作野菜の収丑も品質も不安定であり,従業員が

それを克服するだけの技術水準にまだ達していない

段階である｡

平成 9年度は ｢モクモク｣の直営農場として,伊

賀町に畑地8.8haを借り入れて,野菜や花きの詔地

栽培で多品目生産を行い,直売 ･通販用途にあてる

計画である｡またハウスイチゴを18a栽培 し,イチ

ゴ摘みのイベントに活用する計画である｡従業員が

苗他作の垂丑野菜についても高度の有機栽培技術を

習得するようになることが期待されている｡ 

Q)それでも通販需要に対して不足する場合を予想

し,さらに直行便の会員が全国の安全な有機野菜を

品揃えして提供して欲しいという要望に応えること

も兼ねて,北海道から九州にわたって,減農薬有機

栽培法でも1て野菜を栽培している農家と栽培契約

を結んで,必要な野菜を確保する計画を立てている｡ 

[4]稲作の将来方向 

(D｢モクモク｣は現在1,700俵 (loot)の米を直売

できる能プJを持っているが,将来,直行便の会員が

増えるにつれて,200tを売ることができるようにな

る見込みである｡ 5か所の直売店でも販売している

が,そこで売れる1割ま1日l俵程度にすぎない｡ 

(診平成 9年度計画を見ると,(A)直営農場におい

て,｢アミロ17｣を7.5ha栽培し,600俵,12,600千

円を生産する｡また ｢コシヒカリ｣を 2ha,160俵, 

3,200千円,｢羽二重モチ｣を0.5ha,35俵,630千

円,合計して10ha,795俵,16,430千円だけ生産す

る｡ 

(B)ネットワーク農家に委託して ｢アミロ17｣

を32.5ha,2,60O陳,54,600千円生産してもらう｡

これらはすべて直売 ･通販に当てられる｡
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③会長の福島氏はかって町内の専従段業者 6名と

ともに作業受託者グループを組織していた｡この仲

間とともに,ファーマーズマーケ･ソトに野菜を出荷

している人が支援して,これらのネットワーク (協

定)農家を探してくれる｡稲作の育苗 2千 5百箱も

彼らに委託している｡

直営段場には,男性 4人 (45歳,23歳,18歳,18

歳)が専従しているが,来年度はさらに 2人増員す

る｡なおパー トの女性が10人従]‡している｡

現有する機械は, トラクター (32馬ノJ) 1台,田

植機 (6条植え) l台,コンバイン (4粂刈り) 1

台,2tダソプ 1台,軽4輪 2台,管理撒,草刈撒,

動力噴謀器である｡ 

Q)平成 9年度は直営面桁を10haまで拡大するの

で, トラククーとその付属機械および田植機,コン

バインをそれぞれ 1台だけ追加肺人する｡稲の品種

を ｢アミロ17｣とそれより3日間くらい刈取期の遅

い ｢コシヒカリ｣に分散して,機械の操業度を高め

る計画である｡

⑤米はにぎりめ Lに加工すると,原料'T5を上回っ

てかなりの付加価値がつく｡パンにしても新しい時

代へ向けて多顎の付加価値を付けることができる｡

生産-加工-販売へと,付加価値を付ける重点的拠

点が移っていく｡米,大豆なども,｢モクモク｣が

主宰する農業生産 ･加工 ･直売の ｢ネ､ソトワーク｣

組織に賛同し加入する良家に委託して生産してもら

い,加工する｡寛子,ギョウザやコロ･ソケなどのそ

うさい加工にも手を広げる計画である｡

米の乾燥調製にしても,自然乾燥-籾貯蔵-玄米 

-白米という調製過程を,客に直接見て肌人しても

らう｡ 

2)クラブ会員を増やす軟略

つぎにどうしたら ｢モクモクネイチャークラブ｣

および ｢食と段を考える直行便の会｣の会員数を着

実に増やしていけるかということである｡ 

[1]これについては今後,会員同士がつきあい,
楽しみ,運営に参加するような組織づくりを企画し

ている.さらに食べ物がどのような方法で,ど0)よ

うな材料で,どこで作られているかを確認しながら,

生産者と消費者が一緒に く食)と くLnn･)と 自然)

を考えていくような運営の仕方を考えている｡

直行便に加入する消焚者が計画的に食品の隅買計

画を立てられるように,｢モクモク｣は配達日時を

厳守している｡ 

[2]次に直販の物流費用を節約することが課題
になる｡現在の配達法は普通のペリカン優よりも 

100円高くついているが,｢モクモク直行便ポ､ソクス｣

平

と印刷した通い箱を使うことによって,包装資材幣

を100円節約することができる｡ 

[3]通販によって10億円の売り上げがあがるよ

うになれば,｢モクモク手づくりファーム｣への入

り込み客にあまり頼らなくて良いようになる｡どう

しても人 y)込み啓相手は人気商売であって不安定で

ある｡またきちんとした主張をもった交流段園を建

設しようとすれば,通販によって確実な廠客をつか

むことが必要になる｡ 

3)阿山町のリゾー ト公園化 

[1]農薬をネ･ソトワーク化するためには,モク
モクが主体の問屋になって,農家が下請けになるよ

うなやり方では成功しない.段家を乗に出すやり方

が必要である｡さらに理想的なやり77は,綴客に畑

に行ってもらい,自ら収願を楽しんでもらった後に,

それを買ってもらうやり71である｡

要するに段村という ｢広い大地がある八百屋｣と

いう発想で,消IrE者を誘うことが必要になろう｡iH

[2]20歳台～30歳台の世代はアウトドア世代で

あり,子供連れでRV車に乗ってやってくる｡平成

8年度は入り込み客数が30万人を突破している｡そ

こで子供を引き込むような遊びの施設をもち,子供

が興味をもつようなイベントを工夫することが必要

である｡子供の山村留学も受付けて,米や野菜や花

きを直接栽培しているところで,作業を体験しても

らう｡ 

[3]阿山町全体をリゾー ト公園化することが必

要である｡近い将来,水田40ha,畑 10ha(6haは伊

賀町の車で15分の距離にある畑)を借り入れて,そ

こで稲作や野菜 ･花き作を直営する｡釆訪客の中の

希望者を連れて直営田畑の全体を約 1時間で巡回す

るようにする｡直営農園で下草した時にそこで野菜

や花きを買ってもらう｡あるいは自分で収穫してそ

れを買ってもらう｡今までは中核拠点施設 (手づく

り7-/-ム)への一点集中方式であったのを,町中

を連れて回ることによって,段業や段村の景観や自

然に興味を持ってもらう｡ 

[4]手づくり77-ムに隣接する町営の ｢ふる

さとの森｣にはログハウスが 5棟設置されているが,

その利用料は 1日当たり1万円である｡なお遊歩道

が ｢ふるさとの森｣と ｢モクモク｣との間をつない

ている｡また呼び込みに阿山町の伝統陶芸を活用す

ることができる｡さらに観光会社に働きかけて,｢モ

クモク｣と町営の ｢ふるさとの森｣および ｢海洋セ

ンター｣を七･ソトとして観光ルー トに組み込んでも

らう構想もある｡
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5.垂直的統合型農業の地域活性化機能および


農村内発の企業者および地方自治体の重要性


(1)帝鮭的統合型L:蓮業の多面的な地域活性化機能 

(垂直的統合型段菜〉が,il業者および粒菜指導:L

機関および都市生活者によって,強く支援されるよ

うになった理由は,第 1に,2苛で述べたように市

場筋要条件の変化に対応する経営革新の方向とし

て,この垂直的統合型戯英が有効になったことであ

る｡第 2に,それが段村内発型の垂直的統合であれ

ば,Ri村生活者だけでなく,都市生活者にも,多面L

的な波及効果をもたらすことが認識されるようにな

ったことである｡

EE前苛の投薬法人 ｢モクモク｣の (i菜 ･腿村関連

産業機能の垂直的統合化軟略)に典型的にみられる

ように,その経営革新の内容は,狭義の出英生産に

ととまらない｡地元段産物を主原料とする出産加工

莱,段産物およびその加工品の多面的な販売英,同

品を食材として利用する外食菜,さらに段村の自然

･菜観 ･文化を活用し,都市 .段村交流を兼ねたレ

ジャー ･観光英までも統合している｡

そのために必費な琳英施設を段村内部にLJi倍し

て,投数の産業機能の垂直的統合化と2Ji溜規模の拡

大を図り,統合経営体それ自体の利益を高めるとと

もに,地元段村居住者に対しては,つぎのような5

つの局面で多顎の波及効果をもたらしている｡

①この統合経営体が生産するモノおよびサービス

の売上高が大幅に伸びて,統合経営体を管理する企

業者,そこで舶用されている従業員,出狩されてい

る資本に対して,他の利用健全よりも高い報酬をも

たらしている｡ 

(∋地元で有利な利用撒会に乏しい段林地 .自然資

源を活用して,それらに高い純報酬をもたらしてい

る｡ 

(参地元出身の苛壮年男女労t i鍬こ対して,安定苗fl

金でしかもやY)甲斐のあるJ由用機会を揖供 してい

る.さらに安定した舶用撒会のないFL]J齢者や中年女

性に対しても,能ノJに合った労働機会を提供する｡

特にJクーソおよびIターンの新規参入者に対して舶
用と研隙の撒会を授供している｡

在)統合された加工業,流通業,外食 ･中食菜,レ

ジャー ･観光業の各部門であげた利益の一部を,揺

罪が合いにくい腿英生産部門 (原料食材を供給する

段家)に還元している｡ 

(∋都市生活者に対して,安全 ･安心 ･新鮮 ･美味

な腿産物を手頃な価格で授供する｡同時に周辺出村

の自然 ･JJl( 文化を無脈で味わいながら,心身とii観 ･

もに活気づいてもらっている｡ 

このように,段村地域内発型の (垂直的統合型農

英)が,多面的な地域活性化機能をもたらすことが,

国および地方自治体の厚い支援を呼び込む根拠にな

っている｡ 

(2)irE直的統合型LIl濃の推進壬体

1)段企業者搬能の塩草性

[1]農業経営主が良美所得を高める方向をめざ

すとすれば,第 1に,L'E k;:i産物f要の変化方向を予測

して,それに適合した段産物を選択するか,または

桁極的に消壮者の潜在的EL:要を開発するような段産

狗 .段業サービスを創造することが必要になる｡

第 2に,選択または開発されたRk産物について.L

その単位当り企業利潤 (-股産物販売価格一月豊産物

供給数)を黒字に維持し続けるためには,その段産

物の商品価値および供給鞍に関して産地間競争ノJお

よび国際競争ノJを強化し続けなければならない｡

まして腿産物の加工,流通,外食 ･中食の過程ま

でも腿家 ･段家共同組織の経営過程として取り込ん

で,垂直的統合型段繁を創造しようとすれば,加工,

流通,外食 ･中食過程を担う一般会社との間で蛾烈

な耗争に巻き込まれることを覚悟しなければならな

い.さらに近年は,出村内発型の垂直的統合型良 薬

が,雨後の苛のように全国的に起こってきたので,

これらの間の同志打ちというか,過当競争に打ち勝

っていかなければならない｡たとえば,｢モクモク｣
l ブルーメの丘｣段英の近くでは,滋賀Lr,;日野町に ｢

公園,および安城市にテン･バークが開設され,お

互いに補完 .連携効果をあげる以上に,轍烈な客奪

い合い競争を展開している｡

このように,都市生活者を農村に呼び込んで生鮮

食品,加工品,外食サービスを直販するためには,

従来の伝統的な段法とは異なって,高度の独創的な

経営革新を採択し,多大な危険を負担しなければな

らない.したがって (単なる業主)的な段共著がこ

れに取り組むのは危険である｡また先進司‡例の単な

る追随的模倣では成功しない｡自ら (企来者)とな

り,地域の諸条件を戚大隈に生かすことができるよ

うな経営革新を創造し,実践しなければ成功しない｡

中山間地域のどの段村に行っても,補助ZIrT菜を利

用してJR産加工施設に投資し.加工品を製造してい

る段家共同組織が多くみられる｡しかし製品を有利

に販売して採算を合わせる段階まで成功した出家共

同組織の割合はかな Y)低いので,起英には供盛に取

り組むべきである｡ 

[2]上記の平井山観光ぶどう図をみると,平井

脹箱の内部に く仕掛人とまとめ人〉機能を献身的に

果たす段業者がいて,そのリーダーシ･ソ-/のもとに
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国営農地開発事業を導入し,集落く･るみで共同組織

の観光ぶどう図に掩み切ったのであるが,生産技術

面の革新では農業改良普及センターが果たした役割

が大きい｡また観光面では電鉄関係者の支援が大き

い｡このように企業者機能の一部を外部の支援機関

に求めることは効果的であるが,段業法人 ｢モクモ

ク｣水準の独創的で大胆な経営革新を累群的に創造

し,採択しようとすれば,県の企業者が集落内部か

ら現れるか,または外部から (危険を負担する企業

者〉が現れなければならない｡

その意味で農薬法人 ｢モクモク｣の場合は,第 1

に (知恵と情熱の塊)というべき4人の侍が三重県

経済連を辞職して,｢モクモク｣の創設時から (仕

掛人)として加わり,背水の陣を敷いて経営革新に

取り組んでいる｡第 2に,阿山町の嚢豚段家のリー

ダーであり,同時に町全体に人脈をもつ福島氏がくま

とめ人)として ｢モクモク｣と町の農家と住民お,

よび町 ･県 ･国の行政との間の調整機能を立派に果

たしている｡第 3に,製品開発や販売促進策を企画

し,製造過程に移す段階では,(外部スタッフ)と

もいうべき強力な助っ人の支援を仰ぎ,さらに都市

出身の社員の中から名人芸的なプロを育成してい

る｡ 

[3]このように統一的な意思決定主体のもとに,

第 1次産業的機能および第 2次 ･第 3次産業的機能

を垂直的に統合することは,次のような経済効果を

ねらっている｡

①全過程を計画的に調整できるので,有機生産 ･

加工 ･流通の各過程の物流賛用および販売促進'-ff用

の無駄を省き,末端の消智者需要により適合させて

商品価値を高めることができる｡ 

(参異なる意思決定主体間の不完全情報に基づく 

(取引費用)を節減することをできる｡

農業者または農村起源の農業関連企業体は,垂直

的統合による第 6次産業化という経営革新によっ

て,上記のように賛用をより節減し,商品価値をよ

り高めることができる見込みがなければ,軽々しく

取り組むべきではない｡ 

2)垂直的統合型農業振興に果たす地方自治体の役割

良家起源の段企業者が主体となって,川下に向か

って第 6次産業的垂直的統合という経営革新を採択

し,それを成功させようとすると,同時に川上の農

業と農村それ自体を,この経営革新にぴったり適合

するように改革しなければならない｡

その際,地方自治体は,つぎの 3つの方向の支援

機能を発揮することが必要になる｡

第 1は,公共財的な地域資源の保全 ･活用を支援

平

することである｡

都市生活者は,単に垂直的統合型段菜を営んでい

る経営体を訪ねるだけでなく,E3村の自然 ･景観 ･

伝統的文化を楽しむために農村に ドライブし,歩き

回るわけである｡

段村地域の自然資源,景観,社寺や祭礼などの有

形 ･無形の段村文化,道路網 ･上下水 ･教育 .医療

･社会福祉施設などの生産 ･生活基盤 ･施設の大部

分は,誰でも利用できる公共財か,または地域の特

定の集団に所属する人だけが自由に利用できる共同

利用財である｡

したがって,地方自治体は,段村の地域資源,特

に潜在的資源の現況と活用の可能性を再検討し,必

要な改革を加えることが必要になる｡

特に広域段通の新設など道路網を整備して,出荷

を迅速かつ安全に実施するとか,または近隣都市か

ら都市生活者が気軽に訪れてくることができるよう

に道路網などを整備しなければならない｡さらに農

村の快適できれいな栄観に磨きをかけ,多様で多数

の歴史的な名所史跡の観光と段菜関連の交流 ･観光

･直売とを組み合わせてネット化することが効果的

である｡そのためには,名所史跡を気軽に訪ねるこ

とができるように,案内地図 ･道路標識 ･情報案内

所などを設置し,また駐車場を設正することも必要

になろう｡

第 2に,農村内部から多くの段企業者を育成する

ことができるように,動機づけと推進対策に力を入

れなければならない｡

段企業者は多様な経営革新を創造し実践すること

によって,経営体の利益を高めるとともに,地元段

村に多様な波及効果をもたらし,段村の活性化を誘

発するので,特に人材育成対策が重要になる｡

具体的には,①段業者に対して加工 ･流通 ･外食

･観光過程等のノウハウを研幡する機会を斡旋し,

研障T#を助成する｡色/これらの段薬関連垂直的統合

化赦略を計画し,実行に移す場合に,必要な助言業

務を支援する｡Q)起某に必要な補助事菜と制度資金

を斡旋する｡

第 3に,農英関連垂直的統合経営体が加工 ･流通

･外食過握まで内部化しようとすれば,これまで卸

売市場向けの段産物流通を引き受けてきた段協や地

元商人との間の利嘗対立が厳しくなる｡したがって

地-Jf自治体は,中立 .公正な立場に立ってこれらの

間の調整機能を果たさなければならない｡
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